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まつお：能登では、事業者管理の水道管が復旧した場

合でも、家庭配管の復旧が遅れ水が使えない状況が長

期化しました。そこで能登では国が地域外の修理事業

者の情報を県と各市町に提供、地域外の業者手配の受

付窓口を開設した事例があります。

これを踏まえて本市と国及び他自治体との支援の連携

の想定と検討についてお示しください。

危機管理局長：本市指定給水工事事業者が工事を行う

ことと給水条例に規定されているので、能登半島地震

の事例等を踏まえ調査・研究をしてまいります。

まつお：給水条例

の規定について

お述べですので、

そのことも踏まえ

調査研究され、

実際の災害対応に

つなげることを

要望します。

①水道復旧 ②本市の備蓄食糧等について
まつお：備蓄の目標数量とその根拠をお示しくだ

さい。

健康福祉局長：県が実施した鹿児島湾直下地震で

の被害予測調査における想定避難者数に基づき、

３万７，６００人の１日分を目標に、米、パン、

水等を備蓄しております。

まつお：甚大な災害が頻発する現状において数量

の見直しが必要なのではないか、見解をお示しく

ださい。

健康福祉局長：家庭内備蓄等の啓発を進めるとと

もに、国や県の動向を注視してまいりたいと考え

ております。

１１月２４日の市議会議員補欠選挙にて当選し、第4回定例会より
鹿児島市議会に復帰いたしました。
会派は「立憲・社民鹿児島市議団」、常任委員会は「防災福祉こども委員会」
に所属となりました。一生懸命頑張ります。

能登半島を踏まえた災害対策について

令和６年第４回定例会　１２月３日～２０日
議案１６件のうち１５件が可決、

鹿児島市一般貸切旅客自動車料条例廃止の件は否決されました。

個人質疑より

鹿児島市一般貸切旅客自動車料

条例廃止について

令和７年３月で貸切バス事業を廃止するとした議案について、個

人質疑で反対の立場から質問をいたしました。市は路線バス事業

での運転手不足などを理由に挙げていましたが本事業の廃止で不

足が解消されることはないこと、また令和３年度に見直した「経

営計画」に廃止は盛り込まれていないことなどから、拙速な廃止

ではなく、中止を要請しました。

２０２４．５月能登半島
２０２４．５能登半島

立憲・社民市議団



会派から下鶴市長へ、２０２５年度の予算編成に対する

申し入れを行いました。

８５の重点項目を含む１８５項目です。

【主な内容】

・公共交通を維持するために、運転手の処遇改善等を含　 

 めた人材確保に取り組むこと

・マイナ保険証と従来の保険証の併用を国に求めること

・教育予算の増額

・要望のある田上地区においては土地区画整理事業の

　早期実施に向けて取り組むこと　など

訪問介護の基本報酬引下げの早急な見直し等を求める意見書を可決

鹿児島市山下町11-1

西別館3F

立憲・社民市議団控室

電話　

０９９ー８０８－２８１３
MAIL

haruyo@kagoshimashigikai.com

高齢者・

　障がいのある方への投票の支援

まつお：ご高齢の方や障がいのある方への投票所

の移動支援について検討の必要性の認識と今後の

対応をお示しください。

選管事務局長：個別に移動手段を確保することは

難しいところですが、他都市の状況等を調査して

まいりたいと考えております。

まつお：動向の見守りや調査ののち

には、各面から検討をして

いただくことを要望します。

予算編成に対する申し入れ

介護報酬の改定に当たって、政府は訪問介護の基本報酬を引き下げました。介護事業所は、人手不足と物価

高騰等により、厳しい経営を強いられている現状があります。

このままでは小規模な訪問介護事業者の倒産や人手不足に拍車がかかり、訪問介護サービスが受けられなく

なる要介護者や介護離職が増加するおそれがあることなどから、「訪問介護の基本報酬引下げ

による影響について、速やかな調査・検証を行い,その結果を踏まえた訪問介護事業者への財政

支援及び介護報酬の引上げを行うこと。」等の意見書が可決されました。

お困りごとがあれば

いつでも

お知らせください。

投票は

権利です。

意見書全文はこちら→

特定妊婦・若年妊婦について

まつお：特定妊婦の本市での登録者数を示してく

ださい。

こども未来局長：令和３年度から５年度まで順に

１５人、２５人、５２人です。

まつお：貧困・DVなどが特定妊婦・若年妊婦の方

への支援が必要な理由となっています。そういっ

た状況から離れるために一時的な居場所を設置す

ることは最も必要なことと考えることから、今後

の取組についてお示し下さい。

こども未来局長：関係機関と連携し、丁寧な支援

を続けてまいります。緊急一時的な居場所につい

ては他都市の情報を調査してみたいと考えており

ます。

まつお：居場所の確保等を要請いたします。

※特定妊婦とは、若年妊娠、経済的困窮、社会的孤立など

複雑な問題を抱え支援が必要な方々


